














はじめに:この 10 年間に,ライ症候群(以下、RS)における形態学的ミトコンドリア異常の報

告 1)があいつぎ,またミトコンドリア障害を疑わせる生化学的うらずけも加わって 2)、現

在 RS は、acute mitochondril failure3)といわれている。 

今回 RS の原因を知る目的で、我々はミトコンドリア障害物質と考えられている薬物(サリ

チル酸、バルプロ酸)、FFA 中の主なる脂肪酸(パルミチン酸、ステアリン酸・オレイン酸)・

RS 児の尿中にはいせつされるジカルボン酸(アジピン酸・スベリン酸)・さらには・解熱剤

であるサリチルアミド、飽和脂肪酸のオクタン酸、ラウリン酸、及び、多価不飽和脂肪酸

のリノール酸、リノレン酸を分離ラット肝ミトコンドリアに添加し、膨化を観察したので

報告する。 


